
ミュージアムの新しい仲間を紹介します 

 

 

 

香川県立ミュージアムでは、歴史、美術及び民俗に関する資料を収集しています。購入、寄贈、寄託

などにより収集される資料は、展示などで活用されるほか、香川の歴史や文化芸術を知る資料として研

究の対象となるものが多数含まれています。これらの資料を整理し、各資料に適した保存環境の下で保

管し、良好な状態で後世に伝えていくことはミュージアムの重要な役割です。 

 平成 29 年の実施後５年ぶりとなる本展では、平成 27～29 年度に収蔵した資料の中から、未公開のも

のを中心に、歴史・民俗資料 52 件と美術作品５件の計 57 件を展示し、ミュージアムの資料収集の成果

をご紹介します。 

 

１ 会  期  令和４年11 月15 日（火）～12 月18 日（日） 

開館時間：9：00～17：00（入館は閉館の 30 分前まで。） 

休 館 日：月曜日（11/21、11/28、12/5、12/12） 

 

２ 会  場  香川県立ミュージアム（高松市玉藻町５－５） 常設展示室４・５ 

 

３ 展示点数  57 件 64 点 

 

４ 観 覧 料  一般 410 円（330 円） 

＊（ ）内は 20 名以上の団体料金 

＊高校生以下、65歳以上、障害者手帳をお持ちの方は無料 

  

５ 関連行事  ミュージアムトーク（担当学芸員による展示解説） 

    日 時：11 月 23 日（水・祝）、12 月４日（日） 各日 13：30～ 30 分程度 

          場 所：常設展示室４・５  ＊申し込み不要、観覧券が必要 

          ※参加者多数の場合、受付を締め切らせていただく場合があります。 

 

※新型コロナウイルス感染症防止対策にご協力の上、ご観覧いただきますようお願いします。 

（裏面に続く） 

 

 

 

 

新しい常設展が始まります。 

あなたの地元のモノもあるかも…!? 

5 年ぶりの開催 



陶製四斗
と う せ い し と

樽
だる

（左から「熱心」、「師団一」、「熱心正宗」） 大正～昭和時代  当館蔵 

７ 主な展示資料 

 

 

高松藩初代藩主松平頼重の詠んだ、春の緑

をたたえる和歌「常葉なる松のみとりも春

くれは今ひとしほに色まさりけり」の書。

末尾の「源英」は頼重が隠居後に用いた号

で、自筆書とみられる。 

白
しろ

綸子地
り ん ず じ

藤羽
ふじはね

団扇
う ち わ

模様
も よ う

小袖
こ そ で

（全体/部分）江戸時代 当館蔵 

女性が上から羽織るかたちで使用し

た「打掛小袖」と呼ばれる衣料。白地

に色糸で刺繍がなされている。高松

藩士の家に伝来したもので、この家

出身の女性が松平家の奥向きに仕え

ていたという家伝と関連するとみら

れる。 

木工芸のモダニストとして知られる青峰重倫（1916～

2001）は、短い期間ではあるが戦前から戦後にかけて、猪

熊弦一郎が主宰する新制作協会へ絵画を出品していた。本

作「孵化」は第 11 回新制作展において新作家賞を受賞し

た。この頃青峰はシュルレアリスムへの傾倒から有機的な

形態把握あるいはオートマティズム(自動筆記)の手法を

取り入れるなど、フランスでの新潮流を受け入れた近代日

本の前衛活動の一端を垣間見ることができる。 

善通寺の酒店で、看板代わりに店先に置かれ

ていた陶器製の四斗樽。樽の中央にはそれぞ

れ「熱心」「師団一」「熱心正宗」という日本酒

の銘柄が書かれ、その背景にイラストが描か

れる。特に「師団一」はその名前からも分かる

ように、善通寺地域における軍隊の存在の大

きさを物語っている。 

青峰重倫
あおみねしげみち

「孵化
ふ か

」 昭和 27 年（1952）  当館蔵 

松平頼
まつだいらより
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し げ わ

歌書
か し ょ

 江戸時代 当館蔵 


